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１ アンダーパスの冠水事故防止に向けた年度内の対応及び来年度以降の見通し

1 アンダーパスの冠水事故防止に向けた年度内の対応

4,051万8千円令和８年９月７日の豪雨により、アンダーパスの冠水に伴う人的被害が発生したこと

を踏まえ、冠水時の事故防止を図るため、市が管理するアンダーパス２４箇所に
ついて、緊急対策として「進入防止対策（路面標示）」の安全対策等を実施
する。

＜財源区分＞市：令和８年度予備費

新たな取組み

ｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽをお知らせ冠水を注意喚起

【路面標示のイメージ】

◆緊急対策の実施



4

◆アンダーパス冠水事故防止緊急対策会議

継続的な取組み

◆第１回会議（9/30）

・米田アンダーボックス冠水事故の概要に関する意見交換

・市内アンダーパス（24箇所）の再点検結果に関する意見交換等

◆第２回会議（１２月中旬予定）

○中間報告（案）
・調査結果報告（米田アンダーボックス調査結果のまとめ）

・冠水リスク評価（２４箇所の評価結果の確認）

・対策案及び優先度の検討 など

◆第３回会議（３月中旬予定）

○最終報告（案）
・アンダーパス冠水事故防止対策実施計画のまとめ

・事前通行止規制実施要領のまとめ

学識経験者をリーダー、国県市をメンバーとし、専門的な知見

のもと、効果的な事前対策を検討する。

○メンバー：福島高専、磐城国道事務所、県いわき建設事務所、

警察、消防及び市の関係課の職員等

○内 容 ：現地調査等により把握された冠水発生要因の検証

冠水リスクの評価

安全対策の検討



5

２ 来年度以降の見通し

アンダーパスの冠水事故防止に向けて

取組みを進めて行きます。

◆国のガイドラインへの対応

国土交通省から示されたガイドラインに沿った対応を、アンダーパス事故防止緊急対策会議で確認しながら、順次進めて行く。
まず、ガイドラインで示された「特に高い冠水リスク箇所」における対応について、来年度当初予算措置を視野に入れつつ、対応の検討を進める。

⑴予防的な事前通行規制の実施 ⑶車両進入防止対策の強化⑵排水機能及び監視機能の確保

予防的な事前通行規制、冠水時における速やかな通行規制、車両進入防止対策を組み合わせた多重防御

【参考：国道における予防的な事前通行規制】 【参考：進入防止対策】
【参考：水位センサ】

【参考：監視カメラ】
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2 いわき市総合防災訓練【地震・津波編】の実施について



～巨大地震への備え～

１ 日時

令和８年11月14日（土）８時30分～11時30分

※「そなえる・ふくしま２０２６」でも一部訓練を実施

11月28日（土）10時00分～16時00分

【予備日：11月15日 (日) 同時刻】

２ 訓練想定

茨城県沖の地震に伴い大津波警報及び土砂災害が発生

茨城県モデル
（福島県HPより）
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３ 参加予定数

約1,300人（うち市民 700人）

４ 注意事項

・当日８時30分に訓練用の「大津波警報」を発表します
・市民の皆様には、同時刻に「緊急速報メール」でお知らせします
・避難所を開設するような事象が発生した場合は中止となります

＜参加関係機関＞

官：福島海上保安部、陸上自衛隊、いわき建設事務所、いわき東警察署

産：東日本旅客鉄道(株)浜通り事業本部、（一社）生涯健康社会推進機構、
損保ジャパン(株)、ミドリ安全(株)、(株)エナジア、トヨタ自動車(株)、
 (一社)Teco、(株)いわき市民コミュニティ放送、日本赤十字社福島県支部、
ＮＰＯ法人ているらいと

学：東北大学災害科学国際研究所
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各地区の訓練
地区 会場 主な訓練内容（避難所開設、運営訓練等を除く） 問い合わせ先

平
藤間中学校

いわき市民プール
・健康体操（生涯健康社会推進機構）
・ペット同室避難訓練、防災講話（ているらいと）

地域振興課
保健所（動物愛護）

22-7414
27-8592

小名浜
小名浜海星高校

アクアマリンパーク
〃

・災害時における防犯講話（いわき東警察署）
・避難広報（福島海上保安部）
・そなえる・ふくしま２０２６（福島県）

小名浜支所
災害対策課
〃

54-2111
22-1153

勿来 植田中学校
・☆ＨＶ自動車等を活用した避難生活改善訓練
（トヨタ自動車、東北大学）
・資機材取扱い訓練、応急手当訓練など

勿来支所 63-2111

常磐 関船体育館 ・防災ワークショップ（損保ジャパン） 常磐支所 43-2111

内郷 内郷第二中学校 ・☆給水車による給水訓練（水道局） 内郷支所 26-2111

四倉 大浦小学校
・炊き出し訓練など（Teco）
・☆水素自動車からの電源活用訓練（ミドリ安全、エナジア）

四倉支所 32-2111

遠野 旧入遠野中学校 ・ＡＥＤ講習を含めた応急訓練など 遠野支所 89-2111

小川
江田・牛小川

集会所
・ＡＥＤ講習を含めた応急訓練など 小川支所 83-1111

好間 好間第一小学校
・☆耐震性貯水槽を利用した給水訓練（水道局）
・トイレカーの展示

好間支所 36-2221

三和 三和ふれあい館 ・防災講話（いわき建設事務所） 三和支所 86-2111

田人
㈱磐城高箸

（旧南大平分校）
・図上訓練（ＤＩＧ）など 田人支所 69-2111

川前 川前公民館 ・防災講話、防災クイズ、搬出・搬送訓練など 川前支所 84-2111

久之浜・大久 久之浜中学校
・炊き出し訓練（陸上自衛隊、日本赤十字奉仕団）
・帰宅困難者受け入れ訓練（ＪＲ東日本）

久之浜・大久支所
災害対策課

82-2111
22-1153

（※青字：関係機関と連携）
（☆：熊本地震の課題対策）
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【想定①】
「大津波警報」発表により、
列車の緊急停止後、乗客を下車

【想定②】
高台（明不作交差点）へ
徒歩避難

【想定③】
車両で移動後、避難所で
帰宅困難者を受け入れ
（炊き出しの試食）

①

②

③

「Google マップ」より
訓練イメージ

地震発生時におけるJR車両からの津波避難訓練（久之浜地区）

新たな試み

臨時列車
により移動

バスにより移動
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訓練イメージ

大雨時における自動車避難の注意事項など（アクアマリンパーク）

職業体験（消防士）

■ そなえる・ふくしま2026にて実施【11月28日（土）】

防災意識向上

※ 写真はイメージ

車両展示

その他実施内容

防災講座１

緊急避難実演・体験２
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健康体操（平地区）

ＨＶ自動車等を活用した避難生活改善訓練（勿来地区）

■ 会場：植田中学校

■ 会場：藤間中学校

ＨＶ自動車等からの電源供給訓練・体験や
車中泊における健康被害対策講座

（一社）生涯健康社会推進機構 ケロロワット体操

避難所におけるエコノミークラス症候群等を
防止するための健康体操

トヨタ自動車㈱、東北大学災害科学国際研究所

関係機関との連携

電源供給 車中泊について
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防災ワークショップ（常磐地区）

水素自動車からの電源給電や炊き出しなど（四倉地区）

■ 会場：大浦小学校

■ 会場：関船体育館

身近なものを活用し、災害から身を守るための
知識や安全な行動を身に着けるワークショップ

損保ジャパン㈱

「新聞紙を利用した
紙食器つくり」の様子

← 水素自動車からの給電

炊き出しの様子 →

避難所が停電した時の給電体験やキッチンカー
による炊き出しの試食

（一社）Teco、ミドリ安全㈱、㈱エナジア

関係機関との連携
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